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一
ン
コ
ン
と
溢
れ
出
た
の
で
す
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一
幌
卦
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鰡
ン
弱
鮒
窪

一
ｍ
と
願
っ
た
須
蝿
聴
海
遜
事
と
州

午
後
三
壁
一
語
五
分
モ
ー
タ
ー
の
Ｊ

供
え
た
二
本
の
御
神
酒
垂
下
し
、
彌

鰍
気
技
師
が
ス
イ
ツ
チ
な
入
れ
る
と

嘘
り
を
生
じ
て
モ
ー
タ
ー
は
Ｍ
嘘
。
・

定
漏
ら
さ
ぬ
細
心
の
蹴
蜘
か
ら
、
送

に
移
っ
た
の
で
す
。
『

概
械
慨
場
に
詰
め
か
け
た
関
係
者
は

眠
口
か
ら
噴
剛
す
る
水
を
兄
ん
も
の

走
る
。
一
分
、
二
分
、
三
分
私
は
旧

川
の
堤
防
に
立
っ
て
眼
目
し
て
成
功

念
じ
ま
し
た
。
四
公
一
千
秒
、
旗
は

ら
れ
遂
に
成
功
で
す
。
旧
十
川
の
水

八
百
七
十
米
上
流
の
駒
留
の
一
角
に

委
凰
会
で
は
、
こ
の
程
名
簿
種
完
雨

た
が
、
有
樒
者
数
は
次
の
通
り
。

金
木
地
区
一
三
一
九
七
人
、
川
合

藤
枝
地
区
九
二
七
人
、
蒋
田
、
軸

地
区
三
八
五
人
、
嘉
瀬
、
中
柏
太

区
二
、
三
△
人
、
長
窟
地
区
、

七
人
、
再
興
市
地
区
一
、
六
七
四

合
帥
八
、
九
一
二
人
と
な
っ
て
廷

ま
す
。

安
と
希
望
の
交
錯
し
た
表
摺
で

水
ポ
ン
プ
工
率
が
、
十
二
月
一
日
写

よ
う
の
室
の
下
で
よ
う
や
く
賦
運
娠

段
賭
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
す
が
、
皿◆

切
る
西
風
に
梁
つ
た
人
友
の
顔
は
、

役
風
の
瞼
に
歓
奴
が
感
じ
ら
れ
ま
‐

般
計
者
の
や
栞
技
師
は
写
真
機
震

て
西
風
に
向
い
感
無
斌
。
今
後
蛙

者
謄
と
も
に
埆
産
に
励
む
の
み
で
－

１
Ｉ

十
年
早
春
の
唾
を
き
っ
て
種
工

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
、
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